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behavior 

（和訳） 市民の行動分析に基づく商店街活性化 

 

論文の概要及び判定理由 

高娃氏は、地方都市で問題となっている中心商店街の衰退に関し、ある地方都市の中心

商店街を取り上げて、二つの大規模アンケート調査のデータ解析に基づき対応策を提案し

ている。さらに、改善策の一つである口コミの有効性について実験を行うことにより検証

を行っている。 

高娃氏は、まず、市民に対する大規模アンケート調査結果のデータ解析から市民の意識・

行動等を分析し、市民の購買行動及び中心商店街への評価を、競合となる近隣大型小売店、

郊外型大型店と比較して地域ごとに把握した。この分析により、商店街での買い物には移

動が必要とされるがその移動が不便であること、商店街の魅力が商店街にあまり来ない人

に認識されていないことという、商店街の 2つの問題を抽出した。さらに、商店主調査で

明らかとなった商店街の現状を考慮して、中心商店街を活性化するための方策として、商

店街を巡回する EVバスの活用と、商店街の魅力を伝達するために口コミの活用の二つの改

善策を提案した。 

さらに、以上の改善策のうち後者の商店情報の市民への伝搬方法として、口コミの有効

性を実験的に検討している。ここでは、ある大学の二つの学科の学生集団を対象に、外食

に関する会話関係を二度にわたり調査した結果を比較分析している。結果として得られた

口コミネットワークの構造を解明するために、n-密度、有効辺率などの指標を新たに定義し

て口コミネットワークの構造を評価するとともに、具体的な商店情報を二回の調査の間で

一方の学生集団のみに流す介入実験を行うことで、口コミによる情報伝搬の違いを確認し、

口コミの有効性を検証した。以上の研究では、グラフ理論的な観点から口コミネットワー

クの構造を分析する方法を与え、具体的な商店情報の伝搬を測定している。また、SNSな

どインターネット上で構築される社会的ネットワークに関しての研究は多いが、口コミに

関してこのような分析を行っていることが本研究の特長となる。 

以上のように、本論文では、実態調査に基づき実証的に社会的・学術的に意義のある多

くの知見を提案・実証しており、博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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